
⽇奈久断層帯沿いに約 33km の地表地震断層を確認（速報） 
 

2026 年 8 ⽉ 6 ⽇ 
 

遠⽥晋次 1)・⿃井真之 2)・Luca Malatesta1)3)・⾼橋尚志 1)・飯塚浩太郎 4)・原 勇貴 5) 

1）東北⼤学災害科学国際研究所，2）熊本⼤学くまもと⽔環境・減災研究教育センター，3）Helmholtz 

Centre for Geosciences (GFZ)，4）兵庫県⽴⼤学環境⼈間学部，5）応⽤地質株式会社 

 
 2026 年 7 ⽉ 28 ⽇ 16 時 27 分頃に発⽣した熊本地震（M7.1）の地表地震断層（以下，
地震断層）の分布と変位量（ズレ）を明らかにするため，上記研究グループで 7 ⽉ 31 ⽇
〜8 ⽉ 3 ⽇に現地調査を⾏いました．その結果，⽇奈久断層帯北部の約 33km の区間に断
層変位を確認しました（図 1）．これらの分布は概ね⽇奈久断層帯（地震本部，2013）⾼野
⽩旗区間と同断層帯⽇奈久断層帯区間の北部にあたり，⼀部区間を除き国⼟地理院都市圏
活断層図（後藤ほか，2018）の断層線に概ね沿って出現しています（図 2）． 
 地震断層は右横ずれ変位がほとんどの箇所で確認されるほか，場所によっては上下変位
も顕著です．断層変位は宇城市⼩川町〜氷川町にピークがあり，地下の震源断層モデル
（地震調査研究推進本部，2026）から推定される変位量の⼤きい区間（アスペリティ）と
整合します．最⼤の右横ずれ変位は氷川町で約 1.8m，最⼤の上下変位は⼋代市⼋代ジャン
クション付近で約 1.5m 東上がりです．また，今回の地震断層北部の約 5km 区間は 2016
年熊本地震（M7.3）とその後の余効すべり（遠⽥ほか，2021）でも右横ずれ変位が⽣じた
部分で，今回の地震で最⼤約 20cm の右横ずれ変位が確認されました． これらの地震断層
に沿って道路や建物の被害が顕著で，⽐較的新しい家屋の被害も⽬⽴ちます．また，⼩学
校のグラウンドと校舎も断層の直撃を受けています（写真 13〜16）．さらに，ライフライ
ンの 1つである⽔道管（写真 9）や⼋代ジャンクション近くの九州⾃動⾞道（写真 18, 
19）など線状構造物も断層変位によって被害を受けています． 
 現在，ドローン画像・衛星測地データも分析し，さらに詳細な分布図を作成中です．そ
の結果は後⽇報告します． 
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